
１．問題設定
　本研究の目的は、来日したニューカマーた
ちのライフヒストリーにもとづいて、彼/彼
女が日本の大学へ進学するために、どのよう
な対処・方略を試みたのかについて検討する
ことである。
　第二次世界大戦以前に流入した中国系、朝
鮮系の移民をオールドカマーと称するが、そ
の子ども世代は、帰化していない場合は外国

籍であるものの、日本語の使用には不自由し
ていないことが多い。それに対して、1990年

「出入国管理及び難民認定法」が改正された
ことによる南米の日系人の流入など、いわゆ
るニューカマーと呼ばれる人々の流入は続い
ており、ポルトガル語やフィリピノ語、中国
語を母語とする児童生徒の公立小中学校への
転入は現在も増加している。そうしたニュー
カマーの子どもたちに対して、文部科学省で
は「日本語指導が必要な児童生徒」という表
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（要旨）
　外国にルーツをもつ児童生徒は、日本の高校進学/卒業において困難を抱えやすく、そのため、こ
れまで外国にルーツをもつ児童生徒においては、不就学、不登校、高校進学・中退に関する研究が多
く蓄積されてきた。
　本稿では、大学進学を実現した中国にルーツをもつ大学生がどのような状況でどのような対処・方
略をもって進学できたのかを明確にすることである。筆者は、彼/彼女のライフヒストリーについて
インタビュー調査を行い、来日時の在留資格と出願資格によって、4つのパターンに分類して分析を
行った。
　分析結果は次の通りである。第1に、外国にルーツをもつ児童生徒が日本の大学へ進学するために
は、高校時代だけではなく、来日当初における日本語の習得、日本の学校・社会への環境適応ための
重点的配慮も必要である。第2に、外国にルーツをもつ児童生徒にとって、日本での生活に馴染むま
では同級生との人間関係が担任の先生との人間関係より必要になるが、しかし、大学進学時期におい
ては教員の助けがなくてはならない。第3は、成績の良い人が必ずしも大学に進学できるわけではなく、
自身の努力以外に、日中の入学試験制度の違いやもっている資格などを精査して戦略的に利用できる
ことが進学において重要である。
　以上の結果から、本稿では調査対象者の共通性と結果から得られた示唆を指摘した。また、今回の
研究では中国にルーツをもつ児童生徒を対象としたが、中国以外の外国にルーツをもつ児童生徒の進
学行動における方略の解明も今後必要となる。
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現を用いるが、このカテゴリーには、日本国
籍の子どもであっても日本語での授業につい
ていけない子どもたちも含むことができる利
点がある。また、現在私たちが「移動する時
代」に生きていることを踏まえて、「移動す
る子どもたち」「移動せざるをえない子ども
たち」という呼び方が提唱されたり（川上ら、
2006）、その他にも「外国につながる子ども
たち」、「JSLの子どもたち」（注１）といった言い
方がなされることもある。
　しかし、どの呼び方が最も適当であるかを
決めることは容易ではない。というのも、命
名に伴って、対象とする子どもたちがどのよ
うな子どもたちであるかが限定されるわけ
で、それによって対象から外れたり、逆に必
要もないのに対象に含まれる場合もあるな
ど、混乱を招くおそれがあるためである（河
原、2010）。そうした危険を避けるアイディ
アとして、昨今では、「外国人」とは別に「外
国にルーツをもつ」もしくは「外国にルーツ
がある」など、「ルーツ」というキーワード
を用いる呼称が頻繁に使用されている。ルー
ツという言葉を用いることで、「何人（ナニ
ジン）」という民族・エスニシティのコード
から、必ずしも国籍によって線引きされない
多様な子どもたちを、何世代にもわたって含
むことができるようになる（藪田、2018）。
　これらの点を踏まえ、本論文では「外国に
ルーツをもつ児童生徒」という、現在、一般
的に普及している表現を用いることとする。
ただし、本研究の対象はすべて中国にルーツ
をもち、中国で公教育を受けた経験がある人
である。そのため、より厳密には「中国にルー
ツをもつ児童生徒」ということになる。
　ところで、先述したいわゆるニューカマー
の流入は続いている。人材確保が困難な産業
分野に技能を有する外国人の受入れを図るた
め、出入国管理法（入管法）改正案が衆議院

本会議で可決され（2019年4月から施行）、外
国にルーツをもつ人・子どもは今後も増加す
ることが予想される。外国人児童生徒への教
育にあたっては、「言語・文化の多様性」「日
本に来た理由・時期・将来設計の多様性」「家
庭環境の多様性」など多様性への対応が求め
られると同時に、学校への適応や居場所の確
保、学習するための言語能力の習得、母語・
母文化の保持、進路の問題、不就学など課題
山積の状況にあるが（文部科学省2011）、こ
れら課題は児童生徒自身や保護者の努力のみ
で解決できるものではない。
　そうしたなかで、外国人が日本の社会で安
定した生活を送るためには、日本語の習得や
日本での学歴、あるいは、資格や技術などが
必要である。特に、日本では高校卒業資格が
ないと就職が難しく、生活基盤も不安定にな
る可能性が高くなる。しかし外国にルーツを
もつ子どもたちは、先ほど挙げた課題を複数
抱えていることが多いことから、日本の高校
に入学すること及び順調に高校を卒業するこ
とが非常に難しい。そのため、これまで外国
にルーツをもつ子どもの研究は、不就学、不
登校、高校進学・中退に関する研究を中心に
蓄積されてきた。清水（2006）は、日本の学
校の「特別扱いしないという制度的枠組みの
もとで、ニューカマーの子どもは『やれてい
る』という状態に覆い隠された不安な毎日を
積み重ねた結果として、それがやりきれなく
なれば不登校傾向を示し始め、それは必然的
に高校進学を困難にする。また、言語環境に
よって引き起こされている低位の学業達成
が、個人の努力の問題として処理されること
により、低位の学業達成の回復への道は閉ざ
され、これもまた高校進学を困難にしている」

（清水、2006：141）とその困難性について論
じている。また、高校にかろうじて進学した
場合でも、その中退率は日本人より高いこと
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が指摘されている（佐久間、2006）。
　高校生の進路選択に関する研究は、トラッ
キングシステム研究において知見の蓄積がみ
られる。トラッキングシステムとは「どのよ
うな学校や課程・コース（トラック）に入る
かによってその後の進路が規定されること、
さらに学校がそのような進路分化の機関と
なっているという意味をもつ考え方として用
いられている」（高島、2018：83）。つまり、
どのトラックに入るかによって、その後の進
路が変わるという理論であるが、外国人は言
語の壁があることから、大学進学に有利なト
ラックに進むことが難しい。しかし、外国に
ルーツをもつ生徒のなかにも、日本の大学に
合格する人もいる。そうした人はどのような
対処・方略をもって進学できたのだろうか。
例えば、大曲ら（2011）の研究では、環境さ
え整えば、日本で高校時代を過ごした中国人
の大学在学率は、女子においては日本人と同
等以上、男子においても日本人よりやや低い
程度であることが明らかにされている。では、
そうした中国にルーツをもつ大学生は、どう
して高校中退もせず過ごせたのだろうか。彼
らはもともと賢く、学力優秀な人材だったか
らだろうか。あるいは、来日期間の長短によっ
て変わるのだろうか。こうした点については
詳しく解明されていないことから、本研究で
は、大学進学を実現した中国にルーツをもつ
大学生を調査対象に、彼らがどのような状況
でどのような対処・方略をもって、進学でき
たのかを考察してみたい。

２．調査対象と方法
　本研究では、機縁法によるインタビュー調
査を行った。調査期間は2018年5月から2019
年2月までである。10名の調査対象者のライ
フヒストリーについて、半構造化面接法を用
いて、1人あたり1時間～3時間程度のインタ
ビュー調査を実施した。調査対象者は、すべ
て中国での学校教育を受けた経験があり、来
日後は日本の学校教育を受け、あるいは、語
学学校を経て、大学に進学した中国にルーツ
をもつ大学生である。なお、調査対象者は全
員、調査時に日本の大学に在籍していた。
　筆者は、外国人散在地域の小学校に日本
語ボランティアとしては入った経験があり

（2017年3月～2017年12月，週2日）、その話を
皮切りにしてインタビューを行った。主な質
問項目は、来日前から日本で大学進学するま
での過程で、来日前の状況や学力、来日当初
の様子や気持ち、困難だったこと、学校生活

（日本語支援と人間関係など）と進学までの
努力と戦略など、そして家族の基本情報（家
族の構成、保護者の職業、家庭で使う言語、
ルーツなど）に関することである。
　本研究は、本人の許可を得てICレコーダー
で会話を録音し、トランスクリプトを調査
データとして用いた。また、本研究で用いる
人名はすべて仮名に変更している。学校名は
ａ、ｂ、ｃで表記し、学部名はα、βで表し
ている。
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　ところで、外国にルーツをもつ児童生徒は、
来日の在留資格によって日本での進学方略も
異なっている。大別すると、A：家族に連れ
られて来日したタイプ（在留資格：留学ビザ
以外、とくに家族滞在ビザ）とB：進学する
ために来日したタイプ（在留資格：留学ビザ）
という二つのタイプに分けられる。Aタイプ
の場合は、小学校、中学校、高校など来日時
期の違いを問わず、日本で大学進学したけれ
ば、日本の高校生と同様の入試を受けること
になる。
　Bタイプは中国での高校卒業証明書をもっ
て来日するパターンともたずに来日するパ
ターンがある。中国での高校卒業証明書を
もっている人は、12年の学校教育課程を修了
した者なので、日本の大学への入学資格を
もっている。また、彼らがもっているビザは
留学ビザなので、留学生枠と一般入試の両方
を利用できる。しかし、留学ビザをもってい
るが、中国での高校卒業証明書はもっていな

いタイプの人もいる。彼らは学校教育におけ
る12年の課程を修了した者に準ずる者として
認定されれば、日本の大学への入試は可能に
なり、日本の学校教育を経由する点で、Aタ
イプの人たちと似ている。そのほか、指定さ
れた準備教育課程（文部科学大臣指定準備教
育課程）又は研修施設（文部科学大臣指定研
修施設）の課程を修了する方法もある。
　図１の枠組みに応じて、本論文では、①
Aタイプのうち小学校時に来日したパター
ン、②Aタイプのうち中学校時に来日したパ
ターン、③Aタイプで高校で来日したパター
ン、④Bタイプのうち中国の高校卒業証明書
をもっているパターンの4つの事例を分析し
ていく。本研究の調査対象者は10名だった
が、その中から、自分の状況をよく覚えてお
り、情報豊かな4名を分析対象に選んだ（4名
のプロフィールは表１の通り。他の6名のプ
ロフィールは巻末に添付）。

図１．来日タイプと入試枠
（注）B②タイプの場合、一般入試・AO入試に出願は可能であるが、実際の受験ケースは極めて少ない。
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表１　事例対象者の概要
� 氏名項目 事例1：王蘭・男 事例2：張紫・男 事例3：張白・女 事例4：賈竹・女
1　�来日前学年・来日

後学年
小5前期終わり
小5始まり

中1前期おわり
中2始まり

高3前期始まり
高1始まり

高3前期途中
語学学校（2年）

2　来日・調査時年齢 10歳・23歳 13歳・22歳 17歳・24歳 17歳・21歳
3　�家族構成・職業・

（日本語レベル）
両親とも中国人
父親：料理人

（日常会話は可）
母親：アルバイト

（単語レベル）

両親とも中国人
父：料理人
母：専業主婦

（両親とも日常会話
不可）

父：日本人
母：中国人

（両親とも日本語が
使える）

ひとりで来日

4　�校内に外国ルーツ
をもつ子供の人数 本人のみ 10人程度 本人のみ 全員

5　�下校後、日本語を
勉強したか ほとんどない しない とくにない ない、アルバイトで

6　�来日したての時に
受けた支援（期間）

日本語教室
（週１回、5年）

日本語教室
（週3回、1年）

通訳ボランティア
（週4,5回,�1年半） なし

7　�学校の部活動に参
加したか

バスケットボール部
（中学校と高校）

バスケットボール部
（中学校と高校）

英語部
（高校）

ない
（学校に部活がない）

8　�学校で不快体験が
あったか すごく喧嘩した ある ある・１回だけ ない

9　�進学した大学の種類 国立大学（a） 私立大学（b） 国立大学（a） 私立大学（d）
記：�紙幅の点から考えて、表の中に小学校を「小」に、中学校を「中」に、高校を「高」に省略している。また、「小」、「中」、

「高」に付いた数字の単位「年生」を省略している。�

�

　周知の通り、中国は日本の社会と同様ま
たはそれ以上に「学歴」を要求される社会
であり、大学へ進学できるかどうかによっ
て人生が変わると考えられている。全国統
一大学入試試験（「普通高等学校招生全国
統 一 考 試（The�National�College�Entrance�
Examination）」、一般に高考（注２）と称される）
は、2003年から毎年6月7日～9日の3日間で行
われる。大学に進学できるか、どのランクの
大学に入れるかなどが主にこの一回の試験で
決まるため、高考は人生の分岐点と呼ばれる。
　一方、日本の大学入試は大きく分けて「一
般入試」「推薦入試」「AO入試」があり、国
公立大学と私立大学に分けられ、それぞれ大
学独自の入学試験を実施している。中国の一
回で決まる入試制度と比較すると、日本の大
学入試はチャンスが多く、生徒もただ一回だ
けの筆記試験だけでなく、自身の学力や能力
に相応しい制度を選ぶことができる。中国の
場合、入試当日に調子が悪かったなどの理由

で得点が低かった時には、本来の学力に相応
しくない大学に入るか、浪人することになる。
しかし、日本の場合は、センター試験の結果
が悪かった場合は、私立大学に志望を変える
こともできるので、中国から日本に転校した
児童生徒にとっては、日本の大学入試の仕組
みを理解していれば、大学進学のチャンスは
中国より多いといえるかもしれない。
　日本の大学入試は日本人生徒だけではな
く、外国にルーツをもつ生徒も利用できる。
しかし、同じ入学試験の仕組みでも、外国に
ルーツをもつ生徒の方が、日本語、日本の文
化・考え方などの社会化に対する理解・習得
の程度が低いことから、日本人よりも、受験
の難易度は高くなる。

３．事例分析
　日本の多くの学校が春休み・夏休み・冬休
みを間に挟んで3学期に分けられる点とは異
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なり、中国の学校の学年歴は、毎年9月から
始まり、1月までを前期、3月から7月までを
後期とし、それぞれの間に夏休みと冬休みが
入る。そのため、中国の児童生徒が日本の学
校へ転入するタイミングは、1～3月、7～10
月が多いと推測される。以下、国公立大学と
私立大学の入試の仕組みに注目しながら、調
査対象者の事例を分析していく。

事例1【王蘭さん：国立大学・推薦入試、①
Aタイプの小学校から来日のパターン】
　王蘭さんは、10歳で来日し、調査時の年齢
は23歳であった。彼の両親はともに中国人で、
中華料理屋で働いている。来日後は週1回5年
間続けて日本語教室に通った。
　また、彼は中国で小学校5年生前期の課程
まで修了したが、日本の学校に編入すると
き、再び5年生の課程を最初から始めること
とした。この半年間の重複によって、算数な
ど一部の科目の知識は新しく習得する必要が
なく、日本語の学習で大変な時期の学業負担
をやや減らすことができるためである。王蘭
さんは、日本の小学校に編入する数年前、そ
の小学校に1ヵ月程度の入学体験をしており、
5年生で編入した学級にはまだ記憶に残る同
級生の中村君（仮名）がいたこともあり、や
や気もちが楽になった。とはいえ、日本語の
壁は高く、クラスメートと交流できず、いつ
も1人で寂しく通学して、家では電子ゲーム
をして過ごした。この状況が変わったのは、
中村君が「一緒に遊ぼう」と王蘭さんを誘っ
てからである。その時から、王蘭さんはみん
なと一緒に楽しく遊べるようになった。次第
に日本語も上達し、毎日テレビを見ては話題
を見つけ、友だちと話そうとつとめるように
なった。
　王蘭さんは、中国の東北地方の遼寧省瀋陽
市の出身であり、両親は中華料理屋でアルバ

イトをしている。父親は日本語ができるが、
母親の方はできないため、家庭では中国語で
会話をしていた。来日前、中国では祖父母と
一緒に暮らしていたが、祖父母は高齢で、学
歴が低く、また孫を溺愛していたため、孫の
勉強に熱心ではなかった。王蘭さんは中国で
はほとんど宿題をせず、遊んでばかりであっ
たため、学級50人のうち、彼の成績は中ぐら
い（25番程度）であった。王蘭さんの日本で
の知り合いには中国人も多いが、しかし、彼
の父親は王蘭さんのためにわざと中国人が少
ない学校を選んだ。「私の経験上、中国人が
少ないところの方が日本語を早く身に着けら
れる」と父親に言われたことを王蘭さんは覚
えている。とはいえ、そのせいで、彼はから
かいの対象になり、つらい思いをすることと
なる。

　小学校5年生のとき、本当に内気な性
格だった。トラブルもよく起きて、喧嘩
ばかりだった。しかし、父親に「心配し
ないで、誰かがあなたを殴れば、あなた
も相手を殴りなさい。もし先生が保護者
を呼んだら、お父さんが行くから」と言
われて、すごく安心できた。例えば、（「私
は馬鹿です」というような）変な日本語
を言わせようとしたり、（必要もないの
に体を）触ってきたり。我慢できないと
きは、こっちから殴った。学級の担任が
喧嘩の理由を聞くと、日本の子どもたち
は正直に（自分の非を）認めるので、こ
ちらは余り非難されなかった。中学校か
らトラブルは1回もなかった。（括弧内は
筆者加筆。以降同様）

　王蘭さんは、小・中学校は公立の学校、高
校は私立学校に入った。日本の私立学校は、
家庭の年収があるラインに届かないときは学
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費が軽減・免除となる。王蘭さんの両親は共
働きだが、アルバイトであったため年収は高
くなく、3年間学費が全額免除になった。
　王蘭さんは、高校3年生の11月に志望校を
ａ国立大学に決めた。ａ国立大学は、セン
ター試験（王蘭さんの志望学部は、数学、外
国語、理科2科目のうち得点の高い1科目）を
課すタイプの推薦入試を実施していたが、王
蘭さんが選んだ外国語は中国語である。彼に
とって、中国語は母国語であるだけではなく、

「中国人から見ると、日本人ための中国語の
試験内容はめちゃくちゃ簡単で、試験準備を
しなくても楽勝」だった。日本人は、どの外
国語を選択しても外国語としての難易度は変
わらないが、王蘭さんは自分の得意な第一言
語である中国語を選ぶことで、「外国語」の
試験対策をせずに済ませた。また、理科2科
目は物理と化学を選択したが、得意な物理に
力を入れたので、実際の試験対策は数学と物
理2科目で済んだ。つまり、日本人が4科目の
受験準備をしている間、王蘭さんは2科目だ
けに集中できたのであり、その分できた余裕
を使って推薦入試対策を練ったり、繰り返し
復習することができたわけである。
　通常、外国にルーツをもつ生徒は、試験で
必要な語彙・文法が日本人生徒よりも劣るこ
とが多く、受験では不利になる。そのため、
王蘭さんは、まずは日本の入試制度について
知ることから始め、必要最低限の教科と推薦
入試で必要な面接と小論文だけで対応するこ
とに決めた。ところで、この方略を決める際
に重要な人物となったのは高校の担任教員で
ある。彼の両親は仕事で忙しく、また、日本
の大学受験の経験もないため大学に関する情
報については不案内である。入試の仕組み・
情報を知り、小論文の書き方と面接方法を繰
り返し練習するためには担任教員の協力が絶
対に必要であり、そのおかげで、安心して受

験に臨むことができ、合格を果たした。
　以上のように、王蘭さんがａ国立大学に進
学できたのは、まず、自分の状況を知り、自
分の学力に相応しい大学を決めて、担任教員
を味方につけて、受験科目が少なくてすむ推
薦入試を選んで時間を集中させたためであっ
た。

事例2【張紫さん：私立大学・一般入試、②
Aタイプのうち中学校時に来日したパター
ン】
　張紫さんは、13歳で来日し、調査時の年齢
は22歳であった。来日したてのときは、週3
回の頻度で日本語教室で日本語の授業を受け
ている。
　中国で中学1年生の前期を終えて来日した。
先述したように、中国と日本では学年歴が違
うので、日本で再度、中学1年生をはじめか
らやり直すか、半年早めて中学2年生へ編入
することになる。張紫さんは、中国で上位の
成績にあったので、半年飛び級して、2年生
へ編入することを選んだ。張紫さんの両親は
中華料理店で働いており、日常会話レベルの
日本語もできなかった。張紫さんは友達をた
くさん作りたい性格だったが、どうしても学
級の雰囲気に馴染めず、同級生との話題をう
まく探し出せず、中学時代はまったく楽しく
なかった。
　彼は、ある中国人の先輩が私立の進学校に
進学するのを見て、学校生活を一新するヒン
トを得る。来日時期は3年に満たなかったの
で、留学生枠を利用できる高校を選び、中3
の1年間は勉強に費やし、県内の有名な私立
高校へ進学した。留学生枠は毎年10名と少な
いが、日本人なら、理科・社会・英語・数学・
国語と面接を受験しなければならないところ
を、留学生枠なら英語・数学・国語と面接だ
けになる。現在、この私立高校は外国人生徒
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の受け入れ枠をなくしたが、留学生枠のよう
な情報は外国にルーツをもつ生徒にとって重
要である。
　中学校時代の学校生活はつまらなくてきつ
かったが、非常に大きな経験でもあったとい
う。日本の学習内容は中国より少ないし、放
課後の自由時間は多い。そこで、彼はバスケッ
トボール部に入部した。バスケットボール部
を選んだ理由は、話せなくても、競技できる
と考えたからだったが、実際は日本語での指
示・要求がわからず、コーチによく叱られる
など困ることもあった。しかし、続けている
うちに、「これが日本だ」というところに気
付くようになる。例えば、集団生活が優先さ
れたり、上下関係が厳しかったりということ
は文字では伝わらず、実際に体験してみて、
はじめて分かるものである。
　張紫さんは、中学校の2年間の経験を生か
して、高校ではうまくやりすごすことができ
た。高校3年生のときｃ国立大学を受験した
が、不合格だった。その後、半年アルバイト
をしてお金を貯めて、残りの半年は塾に入っ
た。張紫さんは日本での在留資格は留学生で
はないので、もう留学生枠を利用することは
できず、日本人の高校生と同様の入試を受け
ることになる。そこで、塾の先生の指導通り
に、自分の学力に相応しいｂ私立大学のα学
部を目指して、猛勉強した。
　張紫さんは、大学入試に失敗したこと、あ
るいはストレスや焦りでつらい思いをした浪
人時代を振り返り、初めて大学受験した時に
は何の方略もなく、盲目的なやり方だったこ
とを後悔していると語った。その翌年、改め
て大学受験をするにあたり、彼は一般入試の
国語で日本人に勝つことはできないと思い、
その代わりに英語に力を入れることにした。
英語の得点を高くすれば、国語の点数がやや
低くても平気だと考えた。一見、張紫さんの

やり方は、国語が苦手な日本人生徒の進学方
略とは変わらないが、実は、これもひとつの
方略である。日本人と共に受験するとき、外
国にルーツをもつ生徒は、日本語・日本文化
への理解が不足するため、弱い立場に置かれ
る。それを自覚したうえで、受験科目選択を
したり、得意科目に注力することと、盲目的
に日本人と同じように全科目受験することで
は、合格可能性が異なってくるのである。

事例3【張白さん：国立大学・一般入試、③
Aタイプのうち高校時に来日したパターン】
　張白さんは、17歳で来日し、調査時の年齢
は24歳であった。来日したてのとき、週4～5
回の頻度で通訳ボランティアが1年半ついた。
彼女のお父さんは日本人で、母親は中国人で
ある。
　彼女は中国で高校3年生の前期を終えたが、
日本では改めて高校1年生から始めることに
した。一般的な外国にルーツももつ児童生徒
は学年齢より半年か1年下から始めるが、張
白さんは学年齢より2年半戻ることに決めた
わけだが、その理由は以下の通りである。ま
ず、日本語がわからないので、もしそのまま
高校3年生に編入すると、日本語の勉強をし
ながら、大学受験に必要な日本の歴史や文化
についても並行して勉強しなければならず、
1年間では時間が足りないと考えたためであ
る。また、せっかく日本に来たので、どうし
ても日本の高校生生活も楽しみたいと考え
た。
　張白さんは、高校3年まで中国で過ごした
が、来日後、高校生活を通して無意識に日中
の違いを感じるようになった。張白さんによ
ると、彼女の中国での成績は優等ではなく、
35名学級のうち18位くらいであった。また、
中国の学校生活はすごくつまらなくて、毎日
勉強づけで、体育、美術、音楽といった教科
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もすべて国語、数学、英語に変更され、大学
受験に必要な勉強以外のことは一切許されな
かった。それに比べて、日本の学校生活はリ
ラックスしていて、1日の授業が終わると自
分のやりたいことをやれるので楽しかった。
また、中国にいる時は、何のために毎日勉強
しているのかよくわからず、いつも先生や家
族の言う通りにやってきたが、それもつら
かった。対して、日本の学校生活は本当に楽
しく、自分の視野も広くなり、認識も変わっ
ていった。

筆　　者：�いつから日本の大学に行きたい
と考えましたか。

張白さん：�日本での学校生活は楽しかった
ので、日本の大学生活はどうか
なあ、体験してみたいと思った。
そのときからかな、進学したい
と思ったのは。

筆　　者：�中国とは違いますか。
張白さん：�中国では周りの人たちの会話か

ら、大学に進学できれば素晴ら
しい人だというイメージがある
けど、さっき言った通り、大学
進学の意味が分からないし、自
分の成績もよくないし、大学に
進学できる自信を持っていな
かった。大学に合格できるレベ
ルの力もない。

　「高校の学校生活が楽しいから、大学に進
学したい」ことが、張白さんが日本の大学を
受験しようと考える動機となった。とはいえ、
張白さんは、他の日本人受験生より国語、な
かでも古文が苦手である。特に、カタカナで
書かれた名詞、文章の理解などは大変不安で
あった。志望大学を決めるときに、高校の担
任先生から「この国立のこの学部はできたば

かりなので、合格率が高いかもしれない。ま
た、受験科目は英語、数学、国語の中から2
つ選べばいいみたい」と言われた。張白さん
は、中国にいるときから英語が好きで、来日
後も英語の勉強を続けており、高校では英語
部の部長を務めるなど英語を得意としてい
た。そこで、ａ国立大学のβ学部を選んで受
験することに決めた。張白さんは早めに進学
戦略を考え、この国立大学以外にも2つの私
立大学を受験することを検討していた（が、
国立大学に合格したことから、結局、私立の
方は受けなかった）。
　張白さんがａ国立大学に合格できたのは、
まず、学年齢より2年半繰り下げたことが大
きい。時間的な余裕をもてたことで、日本語
を習得し、日本の学校生活へ馴染み、知識を
蓄積することも焦らずに準備できた。次に、
自分が得意な科目があったことである。張白
さんは、英語が得意で、市レベルのコンクー
ルにも参加したことがある。英語という得意
科目があったことが、張白さんにとって有利
に働いた。また、高校の担任の先生のおかげ
で、チャンスを得て、設置されたばかりの学
部に入学できた。

事例4【賈竹さん：私立大学・留学生枠、④
Bタイプの中国での高校卒業証明書をもつパ
ターン】
　賈さんは、17歳で来日し、調査時の年齢は
21歳であった。賈竹さんの経歴は、一般的な
外国にルーツももつ大学生とは少し違ってい
る。彼女は、家族とは来日せず、来日当初か
らひとり暮らしをしており、日本での滞在資
格は「留学」であった。留学生としての滞在
期間が制限されているため、決められた期間
内に進学しなければならないというリスクが
あった。
　彼女は、中国で高校3年生の前期の課程を
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修了してから、日本の語学学校に入学したた
め、日本に来た当時（4月）は、中国の高校
卒業証明書を持っていなかった。しかし、彼
女は高校3年生前期（その年の1月）に中国で

「普通高中学業水平考試」（会考と呼ばれる）
を受けてから、4月に来日しており、その2ヵ
月後に高校卒業証明書を手に入れた。つまり、
賈さんは日本に来たときは、高校卒業証明書
を持っていなかったが、実際は3回の会考・（高
校2年の１月、7月、高校3年の1月に一回ずつ）
を受けたので、中国で2年半の課程しか修了
していなくても、高校卒業証明書を授与され
たわけである。
　彼女は中学時代に中国の安徽省合肥市で少
し日本語を学んだものの、なかなか覚えられ
なかった。高校時代に北京市に転校した当時
は、30名学級で16位くらいの成績であったが、

「中国の大学進学はすごく残酷だ、自分の成
績なら、中国でいい大学に行けない。もし、
日本に来たら、もっといい大学に行けるかも
しれない」と考え、高いランクの大学に入れ
る可能性の低い中国よりも、日本の大学に進
学することで人生のチャンスをつかもうと考
えた。そこで、仲介会社（注４）の紹介を経て、
東京の語学学校に入学した。午前中は、語学
学校で受験科目（日本留学試験ための日本語、
英語、文系総合・理系総合）を学び、午後は、
ほぼアルバイトをして過ごした。
　語学学校のクラスメートは、すべて日本以
外の国から来日した外国にルーツももつ生徒
である。語学学校で2年間過ごす間に、1度、
校長先生にクラス替えを申し込んだ。語学学
校のほとんどの学生は、私立大学を目指して
おり、特に小論文と面接が重要になる。しか
し、前のクラスではその練習をしていなかっ
たうえに、勉強する雰囲気が弱かった。そこ
でクラス替えを希望したところ、新しいクラ
スはやる気に満ちている人が多く、小論文の

練習も週3回なされていた。振り返ってみる
と、クラス変更の判断は正しかったと言う。

筆者：なぜｄ大学に受験しましたか。
賈竹さん：�2年間ずっと東京にいるので、続

けて東京で暮らしたい。でも東京
の国公立大学はセンター試験で高
得点が必要だし、試験内容も難し
い。だから、私立大学を目指した。
ｄ大学に決めた理由は、ｄ大学が
留学生入試をしているから。入試
は日本語、総合、数学しか受けな
い。でも、学部によって科目も変
わるので、私は受験の時、数学
を受けていない。二次試験は、面
接と小論文である。小論文と面接
は1年間続けて練習してきた。あ
まり難しいと思わなかった。試験
が終わって、知り合いと話したと
き、その人たちの不合格の原因が
分かった。彼らは平日に小論文を
練習していなかったから、受験の
時、問題と書くべき内容がずれて
いた。90名の留学生が留学生入試
でｄ大学を受けたが、20人しか合
格できなかった。

　賈さんは、語学学校に通っていたので、日
本留学試験に応じた内容しか学ばない。また、
入学試験に日本留学試験を利用している学校

（利用校）の数は私立大学より国立大学の方
が少ない（注５）。そのため、彼女は早めに私立
大学にねらいを定めた。日本留学試験を利用
していない国立大学を受験したければ、セン
ター試験を受ける必要がある。しかし、彼女
のような人にとって、学校教育のように系統
的に知識を習得できる可能性は低かった。セ
ンター試験を受け、国立大学に合格できる確
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率も低かったわけである。

４．考察と課題
　外国にルーツをもつ子どもの進路困難に関
する要因において、佐藤（2010）は、①入試
の壁、②経済・社会的格差によるアクセスの
不平等、③日本語力に端を発する低学力、④
家族が支えにならない、⑤役割モデルの不在
という5つを提示した。外国にルーツをもつ
子どもが、日本語を身につけるには長い時間
を必要とするし､ 教えられる人員や教材など
の確保も課題であるため､ 日本人生徒と同等
の語彙を身につけることは非常に難しい｡ 外
国にルーツをもつ生徒の高校進学の要因と現
状に関する研究は重要であるが、どうやって
高校生活を過ごして、順調に大学へ進学でき
たのかに関する要因を把握することもまた重
要な課題である。
　本研究での調査結果をまとめると、3つの
重要なポイントが指摘できる。
　第1に、日本で進学できた外国にルーツを
もつ児童生徒にとって、順調に大学進学を果
たすためには、高校時代だけではなく、来日
初めの時期において家族からの全面的支えを
得たり、日本の学校・社会へ環境適応するた
めの重点的配慮も必要だという点である。
　というのも、大学進学に影響を及ぼす方略
は、来日当初にも示されたからである。入学
情報の収集や入試方略の作成などは高校時代
に行われるので、高校時代はカギを握る重要
な時期であると一般に思われている。それは
確かであるが、しかし、時間軸を拡大させて、
来日当初から大学進学するまでを辿ると、彼
らにとって来日当初の方も欠くことができな
い重要な時期であることが明らかになった。
事例1の王蘭さんの例では、彼は父親に「家
の周りでも、学校の中でも、中国人の子ども

がいれば、日本人の友達と遊ばなくなる。日
本語の習得も遅くなる」と考え、中国人がい
ない学校にわざと編入させた。これは王蘭さ
んの父親が彼のために検討した戦略の1つで
ある。しかし、そのせいで、日本語の壁など
を原因にいじめられたり、放課後に1人で寂
しく電子ゲームをするなど暗い時期を経験も
したが、事例1口述（110ページ）のように、
いじめに対抗して友だちを作ったことで生活
は一変した。この変化は、父親が「心配しな
いで、誰かがあなたを殴れば、あなたも相手
を殴りなさい。もし先生が保護者を呼んだら、
お父さんが行くから」と言ってくれたように、
家族の全面的支えあってのことである。もし、
いじめが続き、また友だちもできていなけれ
ば、学校をやめたかもしれない。大学進学も
夢となる。
　また、大学進学のための努力はもちろん重
要であるが、日本社会・文化への理解度も重
要となる。事例2の張紫さんは、中学生の苦
しい時期に「これが日本だ」という日本社
会・文化への理解を形成していった。このお
かげで、高校から現在までうまく過ごすこと
ができていると言う。中国人として、もとも
ともっている国民性などは簡単に変わらない
が、ずっと中国での意識をもって、日本で生
活するのもあり得ないことである。日本人の
集団に入って、日本人なら、どのようなルー
ルをどうやって守るのかなどのしつけを習得
する必要がある。そうすれば、日本人の考え
方をより深く感得でき、日本の学校さらには
社会にうまく適応できる。張紫さんにとって
より重要だったのは日本社会・文化を感得で
きたことである。
　その他にも、来日当初に決めなければなら
ない方略がある。事例3張白さんは、中国で
高校3年生の前期まで終えたのに、日本では
改めて高校1年生から始めることにしたこと
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も方略の1つと言える。彼女は「日本語がわ
からないので、もしそのまま高校3年生に編
入すると、日本語の勉強をしながら、大学受
験に必要な日本の歴史や文化についても並行
して勉強しなければならず、１年間では時間
が足りない」と考えた。また、「せっかく日
本に来たので、どうしても日本の高校生生活
も楽しみたい」とも思い、学年齢より2年半
戻ることに決めた。このような決断は来日当
初に限られるものである。
　いずれにしても、事例1、事例2、事例3の
調査対象者すべてに言えるのは「中国で友達
がたくさんいて、人と喋るのが大好きだった
のに、日本に来たら、意思疎通できなく、友
達もいないし、とうとう劣等感が強くなって
しまった。どんどんしゃべりたくなくなった」
という経験である。もちろん、日本語の習得
は大事であるが、友達を作ってあげたり、心
のケアをしたりすることも大事である。
　第2に、外国にルーツをもつ児童生徒にとっ
て、当初日本での生活に馴染むまでは同級生
との人間関係が重要だが、大学進学時期には、
担任の助けが不可欠であり、教員との関係が
より重要となる。外国にルーツをもつ児童生
徒たちは、学校では日本語で勉強・会話をす
るので、放課後にはほとんど疲労困憊してい
る。そのため、家庭ではほとんど日本語の勉
強をしていなかった。授業では、主に教科に
関する知識・用語を日本語で習得するが、そ
のような日本語は日常的には使うチャンスが
少ない。日常的な日本語会話は、クラスメー
トとのコミュニケーションによって習得す
る。もちろん、授業で使う日本語は欠くこと
ができないが、日本文化・社会への理解のた
めには日常的な日本語でのコミュニケーショ
ンの方がより重要であろう。調査対象者10名
のうち8名は、学校の部活動に参加していた。
クラスメートと話すための話題を見つけるた

め毎日テレビを見ている人も1人、2人ではな
い。外国にルーツをもつ児童生徒にとって、
部活であっても流行の話題であっても、これ
らの共通性は日本語の習得、日本文化・社会
を早く理解できるために、日本人児童生徒と
つながっていることである。
　それに対して、大学進学時期に外国にルー
ツをもつ生徒と担任の先生との関係が重要に
なるのは、進学情報を教えてもらい、また励
ましを得られるためである。日本人生徒であ
れば、家族や親戚ら進学に関する情報や助言
をもらえる。また、普通に暮らしているだけ
で、自分がどうしたらいいのかはなんとなく
わかる。しかし、中国人生徒は、いつ、どん
な入試があるのか、願書の書き方や面接の注
意点程度のこともよくわからない。そうした
なかで、担任の情報は、経験・実績にもとづ
いているため信用できるし、また、新しい制
度や大学・学部の情報についても詳しい。事
例3の張白さんは、担任からできたばかりの
ａ国立大学のβ学部の情報を入手できたこと
で、合格可能性が上がり、進学できた。また、
両親が、入試で必要な日本語での正式な会話
ができなかったり、日本の大学への進学経験
がない場合、面接時に注意すべき礼儀・会話
のテクニックや小論文の書き方などは担任の
先生しか教えられない。事例1の王蘭さんは、
担任の先生から小論文の書き方と面接の仕方
を繰り返し練習させてもらったことで、安心
して受験に臨むことができ、合格を果たした。
　第3は、成績の良い人が必ずしも大学に進
学できるわけではなく、日中の入学試験制度
の違いや自分が利用できる入試資格等を精査
して、戦略的に利用できることが進学行動に
おいて重要となる。本調査対象者は、中国で
の成績が優れているわけではなく、中位また
はやや下位に位置していたが、大学進学を
果たした者たちであった。むしろ、事例2の
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張紫さんのように、中国でも日本でも成績の
良い人がスムーズに大学に進学できなかった
ケースもある。張紫さんは、もともと成績が
よかったものの、初めて大学受験した時には
盲目的なやり方で失敗した。そこには、自分
自身の努力以外に何らかの方略が必要だった
と言える。外国にルーツをもつ児童生徒が日
本の大学進学する際には、言語面などでデメ
リットがあるものの、状況を正確に把握し、
自分にあった対処方略を研究すれば、大学進
学の可能性は高くなる。
　前述したように、外国にルーツをもつ子ど
もの来日パターンは、Ａ：家族に連れられて
来日するタイプ（在留資格：留学ビザ以外、
とくに家族滞在ビザ）とＢ：進学のために1
人で来日するタイプ（在留資格：留学ビザ）
の2つに大別できる。家族に連れられて来日
するＡタイプの外国にルーツをもつ児童生徒
は、学校教育の中で、日本の高校への進学・
卒業に必要な科目や、高校・大学受験に必要
なノウハウについて体系的に教えてもらうこ
とができる。また、国公立大学を狙う人が多
い。その理由として、中国では、一般に、国
公立大学の方が私立大学よりもランクが高い
ので、日本でも国公立大学へ進学することを
保護者に期待されることがあげられる。さら
に、国公立大学の方が学費が安い点も理由と
して大きい。ただし、Ａタイプの児童生徒は、
在留資格が「留学ビザ以外、とくに家族滞在
ビザ」のため、「外国人留学生入学試験」と
いう枠を使えず、日本の高校生と同様の入試
を受けることになる（逆に言えば、日本人と
同様、自分のランクに応じた好きな大学を選
択できる）。その他、中国人が中国語の試験
科目を「外国語」として選べる（事例1）こ
とも、有利な点であろう。
　一方で、１人で来日するＢタイプは、高校
時代から来日することが多く、留学生学級の

ある通常高校か、語学学校に所属することに
なる。語学学校の学生が受験する場合、語学
学校では受験科目しか教えないので、私立大
学を目指す傾向がある。Ａタイプの人より教
科知識は浅く、あるいは留学生学級の場合は
日本人との接触が少ないので、日本語の面で
も不自由なところがある。周りに母国語で交
流できる友だちが多いことは心理的な安心に
つながるものの、しかし長期的にみると、日
本人と付き合うチャンスが減るので、日本語
を習得し、話題を身に付け、日本社会を理解
することが遅くなる。
　また、事例2の張紫さんは学級の雰囲気を
読めなかったことでつらい中学校時代を送っ
たが、友人を一新するために、みんなが目指
さない離れた進学校を選んで高校に進学し
た。彼はまったく楽しくなかった環境でも、
自暴自棄にならず、学校生活を経験しながら、
日本に来て3年未満だったことを生かして留
学生枠を精査して利用したが、これも1つの
方略である。
　最後に、いくつか今後の課題を提示してお
く。まずは、外国にルーツをもつ児童生徒に
とって、大学進学や高校卒業を果たすために
は、どの段階で何が重要な要因となるかをよ
り詳細に解明することである。外国にルーツ
をもつ児童生徒の来日時期はさまざまであ
り、またどの程度日本語ができるかも人に
よって異なるので、単純な基準では分析・考
察することができない。そこで、たとえば、
日本の学校に入学してから日本での学校生活
を馴染むまでと（以下、第Ⅰ段階と表す）、
日本の学校生活に馴染んでから大学に進学す
るまで（以下、第Ⅱ段階と表す）の2つの段
階では、それぞれ必要なサポートは異なるの
ではないかと考えた。本調査結果の当事者た
ちからみると、第Ⅰ段階がより重要であると
思う人が多かったが、どのような点で重要な
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のかについては更なる調査基準が必要であ
る。
　また、本論文は中国にルーツをもつ児童生

徒を対象としたが、中国以外の外国にルーツ
をもつ児童生徒の大学受験に関する課題につ
いてもさらに検討を加えたい。

〈注〉
⑴� Japanese�as�a�second�languageの略で、「第二

言語としての日本語」のこと。日本語の力が
不十分なため授業について行けない子どもに
対して、授業に参加するための日本語力と日
本語で学ぶ力を育成することを目的としたモ
デルカリキュラムであり、教師が柔軟にカリ
キュラムを構成できる。（文部科学省　2011『外
国人児童生徒受入れの手引き』）

⑵� 中国の大学入学試験では、国語・数学・英語
は受験必須科目である。文系生は文系の総合
学（地理、歴史、政治：日本の公民科目と似
ている科目）を受け、理系生は理系の総合科
目（物理、化学、生物）を受ける。2003年か
ら中国教育部は大学で学生募集方式（自主募
集（注３））の改革に着手した。しかし、この改
革はまだ整っていない。主流は高考を通して、
進学する方法である。

⑶� （中国）教育部は2003年、北京大学や清華大
学等の22の大学で学生募集方式の改革に着手
した。各大学は独自の筆記試験および面接試
験による一次試験の合格者を決定し、その後
に一次試験合格者は高考に参加して、成績が
各大学の定める水準をクリアした学生に入学
許可を与える方式を認めた。但し、この大学
独自の一次試験による入試は、当該年度の入
学生全体の5％以内とする条件が付けられた。

（中国総合研究・さくらサイエンスセンター�
China�Research�and�Communication�Center�

（CRCC）『中国の高等教育システム』）
� （https://spc.jst.go.jp/education/higher_edct/

hi_ed_3/3_2/3_2_1.html（2019/04/03閲覧）
⑷� 来日前、仲介会社の職員と両親から、語学学

校のことをたくさん聞き、中国人が多い、進
学率の高い語学学校を賈さんは選んだ。とい
うのも中国人生徒が多いので、何かわからな
くても、中国人に中国語で教えてもらえると
考えたからである。語学学校のクラス分けの
能力検査には、筆記試験と面接試験がある。
毎週月、火、木、金曜日の午前中は日本語を
教えられる。水曜日の午前中は英語と文系総
合・理系総合（EJU日本留学試験のため）の
授業があるが、担当の先生の教え方とクラス

のレベルによって、その内容は異なる。また、
午後はすべて休みで、アルバイトをしたり、
自習をしたりする。授業料は年間60万円程度
である。賈さんが選んだ語学学校には奨学金
など支援システムはない。学生は学校が紹介
するアパートを借りられる。学校でクラスを
変えたいときは、お金を払わずに、試験を受
けるか、担任の先生と相談して決める。

⑸� 入学試験に関する日本留学試験（EJU）を利
用している学校（利用校）の数

� https://www.jasso.go.jp/ryugaku/study_
j/eju/examinee/use/use_number .html

（2019/06/27閲覧）
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事例対象者の概要表
名前と性別 ⑤于梅・女 ⑥大村菊・女 ⑦郭太陽・男 ⑧李成・男 ⑨高美・女 ⑩王楽・男

1 �来 日 前 学 年・ 入
学学年

中2（前期）・
中2

小2・小2 高1・高1 中2（前期）・
中2

小5・小5 高1・中2

2 �来 日・ 調 査 時 期
年齢

13歳・20歳 　　・19歳 15歳・19歳 13歳・24歳 11歳・20歳 15歳・21歳

3 �家族構成・職業・
（日本語レベル）

父親：日本人
母親：アルバ
イト（日常会
話は可）

父：日本人
母親：中国人
兄：中国人

（中国にいる）

1人で来日 母親：アルバ
イト（日常会
話か）

両親：会社員
（日常会話は可）
兄：（ 日 常 会
話は可）

父親：料理人
母親：専業主
婦

（日常会話不可）
4 �校 内 に 外 国 に

ルーツをもって
いる人数

本人しか 2人 20人 2人 25人程度 7-8人程度

5 �下 校 後、 日 本 語
を勉強したか

ない ない 最初の3か月
に

ない ドリルをやる 国際交流会館
週1回、

6 �来日したての時
に受けた支援（期
間）

2/3名日本人
ボランティア
/何週間

日本語教室
週1回/1年間

日本語教室/
半年

日本語指導/
週2～3回/半
年

国際教育教室
週3～4回/2年

日本語相談室
週1回/1年
足りない

7 �学校の部活動に
参加したか

演劇部 書道 許可を得ない バ ス ケ ッ ト
ボール

陸上部 同好会

8 �学校で不快体験 ない ある ある ある 少ない・
１回だけ

ない

9 �進学した大学の
種類

国立大学 私立大学 国立大学 国立大学 私立大学 国立大学
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